
Sandankyo Nature trail project

2019年度 成果報告会

NPO法人「三段峡－太田川流域研究会」

広島大学統合生命科学研究科中坪研究室



プロジェクトの背景

 三段峡

広島県安芸太田町に位置する国の特別名勝

山水画のような雄大で美しい景観

貴重な動植物が多数生息

But…

深刻な高齢化と人口減少
観光地としての衰退

100年先にも残り続ける
三段峡の再構築！！



プロジェクトの目的

自然や伝統文化を体験し学ぶことができる
ネイチャートレイル（自然散策道）として三段峡を
位置付け、持続可能な利用に向けた適切な情報発信
や環境整備などを行う。

本プロジェクトではインバウンドをメインターゲットとする



なぜインバウンドなのか？

近年、広島県を訪れるインバウンドは急増！

広島県環境課
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/78/ 改変
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広島県 芸北地区

安芸太田町を訪れる外国人観光客数も増加しているが、
広島県全体の 0.4 %に留まる

地域活性のチャンス！！！



インバウンド
急増

現状：
受け入れ態勢

△

持続的な自然の活用と地域の発展には、

インバウンドが利用しやすい環境の整備が求められる！！

一方で…
観光公害などが起きるかもしれない・・・



2019年度の活動

① パンフレットの作成

② モニターツアーの実施



① パンフレットの作成

安全かつ有意義な散策を行うために必要な情報を
載せたパンフレットの作成

三段峡内を実際に散策し、インバウンド向け
の情報の整備状況や見どころを調査。

地域の方にインタビューを行い、インバウンド
受け入れに関する現状を調査（接客・ガイドなど）。



パンフレット 試作 ver. 1

持ち運びやすいサイズ

三段峡への
アクセス

三段峡
アクティビティ



三段峡の魅力的な動植物を紹介！

装備や注意事項

三段峡のマップ（見どころ付）

三段峡内の施設



② モニターツアーの実施

留学生によるモニターツアー

①作成したパンフレットを実際に使用

②外国人の視点から三段峡の魅力や課題点を評価



モニターツアーのアンケート（感想）

モニターツアーの実施後、留学生にアンケート調査を行った。

（アンケートの詳細につきましては、別途提出資料をご確認下さい）

ツアー後の三段峡の印象

・三段峡の魅力をよく感じた

・別の季節にも来たい

・一日以上の滞在を希望
・パンフレットが

三段峡の魅力向上に

つながった

・三段峡での体験は

インバウンドにとって

魅力になりうる

体験活動

・三段峡の歴史・食文化に興味がある

・水がきれい、湧き水が飲めるのは驚き

パンフレット

・コンセプトはおおむね理解できた

・動植物の生態・日本文化との関連を知りたい



モニターツアーのアンケート（課題）

モニターツアーの実施後、留学生にアンケート調査を行った。

（アンケートの詳細につきましては、別途提出資料をご確認下さい）

アクセス

・案内板が見つけづらい

・季節によってはバスを増便してほしい

パンフレットの構成について

・注意事項が見えなかった
・パンフレットのレイアウト

改善

文化

・自分の国にも自然が美しい場所がある
・三段峡ならではの見どころ

を併せて紹介

・案内はパンフレットで補助

・アクセスの改善については
地域と協議の必要あり



パンフレット 試作 ver. 2

見開きに注意事項を配置
図を追加し、一見してわかるように

散策道や渡船の状況など
リアルタイムの情報のリンク

今後

アクセス情報を目立たせる
今後



地図の拡大＝見どころ・コース
タイムをより見やすく 情報の整理

今後

現在のテーマ：自然の楽しみ方
構想中のテーマ：具体的な見つけ方や生態など

今後



次年度の活動計画

① パンフレットの完成＆一般配布

② 地域のインバウンド受け入れ態勢の確立



①パンフレットの完成＆一般配布

7－8月頃を目処としてパンフレット完成させる

紅葉シーズンに一般配布し、同時にアンケート調査を行う

アンケート調査の結果を踏まえた最終版作成

データを提供し、今後も地域で活用

配布地の候補

広島バスセンター
三段峡ビジターセンター
ゲストハウスなど



②地域のインバウンド受け入れ態勢の確立

パンフレットの活用×地域の受け入れ態勢

作成したパンフレットを活用しながら、
地域とインバウンドの双方に快適な環境の整備を目指す。

翻訳機の導入、指差し会話表、多言語案内板、ハラル対応、繁忙期のボランティアガイドなど



広島大学社会・産学連携「令和元年度地域の元気応援プロジェクト」
NPO法人「三段峡ー太田川流域研究会」
「らぴっど Kayak School」
「三段峡黒淵荘」
地域商社「あきおおた」
広島大学大学院統合生命科学研究科中坪孝之教授
広島大学留学生6名

プロジェクトメンバー：
武輪千咲、小田夏海、松原遥香、中野瑛登、大﨑壮巳、山田大綱、前田和人
（写真提供：中野瑛登、他）

多くの皆様にお世話になりました。
この場を借りてお礼申し上げます。
ありがとうございました。

来年度も宜しくお願い致します。


